
F★★★★F★★★★
ホルムアルデヒド放散等級

（25年02月10刷PKO） カタログNo.427

① 素材の油汚れは完全に除去し、素地調整を十分に行ってください。
② 開缶後は十分に攪拌してからご使用ください。
③ 亜鉛めっき、アルミ素材は種類によって付着性が劣る場合がありますので事前にご確認ください。
④ 希釈および洗浄用には専用シンナー（スーパーエポシンナー各種）をご使用ください。
⑤ 屋外用途でメタリック色およびトマリの悪い色（淡彩色は除く）が上塗の場合は、
　 中塗を入れてください。
⑥ フタル酸、ラッカー上に本品を再塗装する場合はチヂミの出る可能性があります。
※詳細な安全情報につきましては、SDS（安全データシート）をご参照ください。



日本塗料工業会ホルムアルデヒド自主管理商品
ホルムアルデヒド放散等級Ｆ★★★★
登録商品≪登録番号：K02197≫

常乾

焼付

粉体

フタル酸
２液ウレタン
メラミン
アクリル
ウレタン
ポリエステル系

ネオフタリット、ニューアクリキッド等
レタンPG60・80、レタンエコトップ等
アミラック1000、3000等
マジクロン1000等
レタン170、レタンECOベーク等
エバクラッド4200、4900等

※上塗りにフタル酸をご使用の際は事前確認を行ってください。
　（塗装環境、膜厚等により付着性が劣る場合があります）
※粉体を上塗に適用する場合には、２コート２ベーク工程としてください。

塗料性状（特数値：グレー）

加熱残分（％）
密度（ｇ/㎤）
粘度（KU/25℃）

52
1.24
72

エアスプレー エアレススプレー

35～55 30～40
スーパーエポシンナー

43ｇ/㎡/10μｍ（塗装時のロスを含まない）

下塗

常乾上塗り仕様（2C1B）
塗料名
膜厚
乾燥条件

メタルグリップ
20～40μ
23℃×10分

上塗
塗料名
膜厚
乾燥条件

レタンPG80
30～40μ
80℃×20分～23℃×7日

下塗

粉体上塗り仕様（2C2B）
塗料名
膜厚
乾燥条件

メタルグリップ
10～20μ
150～170℃×20分

上塗
塗料名
膜厚
乾燥条件

エバクラッド４２００
６０μ
180℃×15分

下塗

焼付上塗り仕様（2C1B）
塗料名
膜厚
乾燥条件

メタルグリップ
20～40μ
23℃×10分

上塗
塗料名
膜厚
乾燥条件

アミラック1000
30～40μ
130℃×20分
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